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験、そして〈存在の連なり〉のなかで「担い手としての生」を生きる覚悟とに

よって形となった、〈自己存在〉に対する自分自身の〈信頼〉に他ならない。そ

れゆえ、本書では改めて主張しよう。この時代に生きる、人間存在の〈救い〉

とは何だろうか。それは〈世界了解〉を達成しようと格闘するなかで、「自己へ

の〈信頼〉」へと至ること、そしておのれに与えられた〈有限の生〉を引き受

け、運命が解放するその日まで、それを全うしていくということに他ならない

と。

（７）〈世界了解〉②――人間の〈美〉について

最後にわれわれが見ていくのは、人間存在にとっての“美
0

”の問題について

である（69）。長い議論の果てに、なぜわれわれは美について論じなければならな

いのだろうか。それは「美しく生きる
0 0 0 0 0 0

」ということが、〈有限の生〉とともに生

きる術、われわれがより良き〈生〉を模索していくための、ひとつの手がかり

となるからである。したがって、ここで考察したい〈美〉
 0

とは、例えばわれわ

れが何かの情景や芸術（作品）を捉えて「美しい」と感じるような、「鑑賞とし
0 0 0 0

ての美
0 0 0

」のことではない。ここでの〈美〉とは、もっぱら人間存在を対象とし、

ある人々の〈生〉のあり方、あるいは自らの生き方をもって「美しさ」を論じ

る目なざしのことを指している。本書ではそのことを、「生き方としての美
0 0 0 0 0 0 0 0

」と

呼ぶことにしよう。

もっとも、こうした〈美〉の内実について踏み込んでいく前に、われわれは

美というものをめぐる、一般的な議論について確認しておく必要があるだろう。

というのも、現代社会の美的状況においては、美とはもっぱら「鑑賞としての

美」のことを指し、「生き方としての美」については、およそ美の問題とは見な

されていないということ、他方で「現代アート
0 0 0 0 0

」（contemporaryart）の氾濫に

よって、これまで美を独占してきたはずの芸術領域においてでさえ、「美そのも

の」が解体され、われわれはある種の「美的アノミー
0 0 0 0 0 0

」とも呼べる事態に陥っ

ているように見えるからである。

実は歴史を遡れば、「生き方としての美」という概念は、近代以前の思想にお
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いては、広く一般的に見られるものであった。それは伝統的に“美徳”と呼ば

れる範疇であり、儒教世界から古代ギリシャに至るまで、あらゆる文化圏にお

いて独自の形で成立してきたものだと言えるだろう（70）。大きな転機となったの

は、18世紀の西洋世界において、芸術＝美＝感性を三位一体とするような西洋

美学（aesthetics）が成立し、同時に哲学思想上の枠組みのなかで、道徳（善）と

美が区別されるようになったことである（71）。西洋美学においては、美は、優美

や崇高といった“美的範疇”に属する普遍的価値であると見なされ、それを喚

起させるものこそが芸術（作品）であると考えられた。またそうした美は、知

性や論理ではなく、感性によって理解されるとされ、ここから芸術（作品）を

通じて普遍的な美そのものを感性的に掌握していく“美的体験”という主題が

形成されていく。他方で、人間の生き方を論じることは、もっぱら倫理学や政

治学の関心事項となり、次第に美との接点を失っていった。こうして美の舞台

は、およそ芸術（作品）やそれに準ずるものへの鑑賞活動
0 0 0 0

へと収斂していき、

「鑑賞としての美
0 0 0 0 0 0 0

」こそが美学の標準となっていったのである。

ただし、こうした美学の枠組みは、20世紀においてさらに変容していくこと

になる。それはＭ・デュシャン（M.Duchamp）に始まる「現代アート（72）」の成

立によって、芸術（作品）の役割が、単純に美を表現するものではなくなって

いったからである（73）。例えば今日「アート」と言えば、既成概念を破壊するこ

と、新たな感覚世界を提示すること、さまざまな連想を喚起させること、さら

にはそれらを通じて、政治的主題をも含む形でわれわれ自身を省みる仕掛けを

提示することなど、そこでは実に多様な役割が想定されている（74）。また芸術

（作品）の様式においても、観衆が身体を用いて干渉する、美術館を飛びだす、

果ては料理を振る舞って一緒に食べるなどといったように、さまざまなものが

存在すると言えるだろう（75）。注意を必要とするのは、こうした潮流が、必ずし

も「鑑賞としての美」の独占的地位そのものを破壊したわけではないというこ

とである。例えば「現代アート」は多様な解釈を受けつけるものの、作品を作

品ならしめているのは、あくまで知的に理解されうる「コンセプト
0 0 0 0 0

（美的概念）」

の存在である。換言すると、ここでは作品自体が、常に解説
0 0

を通じて特定の意

味の文脈に接続されていなければならない。このことは観衆の側から見れば、
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それがいかに奇抜な様式だろうと、そこでの体験は、依然として「コンセプト」

に沿ったある種の「鑑賞」活動であるということになるからである（76）。「現代

アート」が破壊したのは、むしろ美に対する姿勢
0 0 0 0 0 0 0

の方であった。そこでは、既

成概念の破壊がまさに「美そのもの」に対して向けられたために、結果として、

「コンセプト」や解釈さえ成立すれば、あらゆるものが潜在的な芸術（作品）と

なりうる事態となった（77）。それは言ってみれば、「美的なるもの」が醜悪なも

のや残忍なものさえ含んだ万物にまで無制限に拡張されていく事態、あるいは

「美そのもの」が跡形もなく融解し、あたかも芸術（作品）が「美そのもの」か

ら離脱したかのように見える事態だったのである（78）。「現代アート」はこうし

た構造ゆえに、ますます「コンセプト」に依存し、インパクトばかりを追求す

るようになっていく。そしてその結果として、芸術（作品）はますます即物的

で、観念的、そして直情的な趣向を帯びるようになっていくのである（79）。

したがって今日のわれわれが、無数の「美的なるもの」に取り囲まれていな

がら、「美そのもの」においてはしばしば恐ろしく空虚に見えるとするなら、そ

れはこうした「鑑賞としての美」の寡占状態と、「アート」の異常な氾濫によっ

て、われわれがある種の「美的アノミー」へと陥っているからだと言えるだろ

う。しかし美とは本来、人を動かす力を秘めたものであった。そしてそれは、

人々が作品の奇抜さによって圧倒されるからでも、「コンセプト」の真新しさに

よって知的に興奮するからでもなかったはずである。われわれはここで、原始

以来、なぜ人間存在は芸術というものを創出してきたのか、そして美というも

のを通じて、人々が何を託そうとしてきたのかということについて考えてみる

必要がある。手がかりとなるのは、われわれが【序論】で触れたように、芸術

活動に潜在している哲学や宗教との共通点である。そしてそれは、これらがい

ずれも何らかの〈思想〉を表現したものである
0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

ということであった。つまり芸

術もまた、その根源において「意のままにならない生」を生きる、人間存在の

〈世界了解〉と結びついているのである。例えば誰ひとりとして理解者がいない

ままに、ひとつの造形をひたすら追い求めた彫刻家だろうと、たったひとつの

瞬間を描くためだけに、完璧な物語を創りあげていった小説家だろうと、おそ

らくそこには芸術家にしか成しえない現実との格闘があった。それは、「意のま
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まにならない生」を生きなければならないひとりの人間の、言ってみれば〈世

界了解〉の表現なのである。

そもそも人はなぜ、芸術（作品）に触れて心が揺り動かされるのだろうか。

それは芸術（作品）というものが、ひとりひとりの美意識に訴えかける何かを

秘めているからである。では、“美意識
0 0 0

”とは何だろうか（80）。それは突き詰め

て言えば、その人自身の生き方そのものであると言える。それは「意のままに

ならない他者」や「意のままにならない身体」、そしてこの「意のままにならな

い世界」において、より良き〈生〉を求めて生きようとする、その人自身の構

え方だからである。人が芸術（作品）に感動するのは、そこにそれぞれの時代、

それぞれの境遇を生きたひとりの人間にとっての、〈世界了解〉を成し遂げてい

く人間的な強さ、〈世界了解〉を果たしえない人間的な苦しみ、あるいは「美し

く生きたい」というその人自身の願いが表現されているからに他ならない。わ

れわれが忘れていたのは、「鑑賞としての美」の背後にあるべき美意識の問題で

あって、それは何よりこうした「生き方としての美
0 0 0 0 0 0 0 0

」を問題にするということ

を意味しているのである。

われわれはここで、ようやく当初の問題意識に立ち返ることができるだろう。

それは〈有限の生〉を生きようとする人々にとって、この「生き方としての美」

に根ざした美意識こそが、より良き〈生〉を全うしていくひとつの指針となる

ということである。例えば「生き方としての美」とは、言い換えれば「美しく
0 0 0

生きる
0 0 0

」ということでもあるだろう。われわれ人間には、自らの行いがはたし
0 0 0 0 0 0 0 0 0

て「美しい」ものだったのか
0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

と問い続ける力がある。その感情に訴えかけるも

のこそ、ここで人間の〈美〉と呼んでいるものの本質なのである。

「生き方としての美」を考えるうえで、最初の要件となるのは、それが普遍的

な道徳原理から導かれるわけでも、社会的に合意された価値規範から導かれる

わけでもないということである。万人にとっての普遍的な美など、おそらく〈無

限の生〉の理想家たちの夢のなかだけの産物に過ぎない。また人間的な世界に

おいては、「美しく生きよう」とするからこそ、社会的な価値規範から逸脱しな

ければならないときがあるだろう（81）。人間の「生き方」の美しさに、絶対的な

ものなど存在しない。それはあらゆる〈思想〉がそうであるように、〈世界了
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解〉に臨む人々が、本質的におのれの力で見いだしていくべきものだからであ

る。あるいは無数の試みが誕生しては消えて行く人間存在の営みそのものを肯

定し、また時代に生かされていく自らの不完全さを覚悟しながら、それでもお

のれが信じた道を行くべきものだからである。われわれが同じ世界の現実と対

峙している以上、その人が見いだした〈美〉の理解者は必ずどこかに存在する。

また、たとえ命あるうちにそうした人間と出会うことができなくとも、いつの

日かその人と同じ感情を背負うだろう人間が必ずどこかに生まれてくる。それ

はちょうど、その人が500年前の名もなき詩人の言葉にさえ美意識を揺り動かさ

れてきたのと同じように。そのことを〈信頼〉しつつ、自らの思う「生き方と

しての美」を全うしようと格闘すること、ここにこそ、おそらく人が〈美〉を

希求しながら生きるということの最も純粋な形があると言えるのである。

とはいえわれわれは、全員が「芸術家」であるわけではないだろう。また「生

き方としての美」に投身していくことだけが、必ずしも「担い手としての生」

を生きることのすべてではない（82）。それでも〈有限の生〉とともに生きる人々

にとって、人間の〈美〉は、確かにより良き〈生〉のための手がかりをわれわ

れに与えてくれるだろう。例えば「美しく生きる」ということは、「誇り高く生
0 0 0 0 0

きる
0 0

」ということでもある。「意のままにならない生」を生きるとき、人は誰し

も逃れられない何かを背負い、ときに望まぬ何かを引き受けなければならない。

そうした人生の宿命を前にするとき、無限の理想や価値理念など、まるで紙屑

のように消し飛んでしまう。そうしたなかでも、はたして“誇り”を失わずに

生きていけるのか。美意識が問われてくるのは、まさにそうした瞬間である。

美意識を失った人間は、そこで卑屈になるより他はない。よこしまな情念を膨

らませ、いやだいやだと誰かを憎んで生きるしかない。しかしいかなる状況に

おいても、より良く生きるための手立ては必ずどこかに残されている。そこで

人が現実との格闘を投げだすことなく、踏みとどまっていられるとしたら、そ

うさせるのは、その人自身の人生に対する“誇り”なのである。

また「美しく生きる」とは、「誠実に生きる
0 0 0 0 0 0

」ということでもあるだろう。

「誠実に生きる」とは、まずもって自らが与えられた「担い手としての生」を精

一杯生き抜いていくことを意味している。だがそれは、口で言うほど容易なこ
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とではない。「意のままにならない生」の現実は、より良く生きようとする人々

のささやかな祈り、ささやかな願いさえも簡単に突き崩してしまうからである。

人生には、信じてきたもの、頼りにしてきたものが無残に崩れ落ちていく瞬間

がある。あるいは時の奇妙な巡り合わせが、刹那にその人の感情や行動を狂わ

せ、すべてを台無しにしてしまうことさえあるだろう。そうしたとき、人は誇

りを失ってしまう。自らの〈生〉が空虚なもの、無意味なもの、汚れたものだ

と感じてしまう。だが、そのように思う必要などない。われわれに〈連なる〉

幾千億もの〈生〉のなかで、挫折を経験しなかった人間、何かを誤らなかった

人間などひとりも存在してこなかったし、これからも決して存在することはな

いからである。その人のなかに美意識が残されているなら、その人は苦境にお

いてもなお呼びかけられているはずである。「誠実に生きよ」と。挫折や誤りそ

のものよりも、そうした現実の先にどう生きるのかということこそが、その人

自身の人生に対する“誠実さ”を決定する。人には誰しも縁によって出会い、

「意味のある〈関係性〉」を築いてきた何ものかが存在するだろう。そしてその

先には、自身に〈連なる〉過去に生きただろう人々、そして未来に生きるだろ

う無数の人々がいる。「誠実に生きる」ということは、そうした人々のことを思

い、彼らに恥じない生き方を、そして少しでも誇れる生き方を選択しようとす

ることなのである（83）。

いずれにしても、われわれがより良き〈生〉を求めるならば、われわれ自身

が「生き方としての美」に宿る美意識を鍛錬していく必要があるだろう。例え

ばわれわれは、あの〈存在の連なり〉そのものを「美しい」と思えるだろうか。

そこには、人間存在が生きることの悲しみも、苦しみも、無力さも、残酷さも、

そのすべてがあると言えるだろう。しかしそこに「美しさ」があるとするなら、

それはおそらく人間存在の「美しさ」、あるいは人生そのものの「美しさ」と同

じものであるはずである。はたしてわれわれは、その「美しさ」を〈信頼〉で

きるだろうか。だが、そうした問いのなかにこそ、より良き〈生〉を生きるた

めの確かな手触りがあるのである。

11_５部-2_下巻.indd   153 2022/01/05   13:43:58




